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９月は世界アルツハイマー月間
９月21日は世界アルツハイマーデー
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１
．
認
知
症
施
策
の
変
遷

　
日
本
の
認
知
症
施
策
は
、
１
９
６
３

年
の
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

が
最
初
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
措
置
制
度※

で
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
中
高

所
得
者
は
排
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１

９
７
２
年
有
吉
佐
和
子
氏
の
小
説
「
恍

惚
の
人
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ご
存

じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
認
知

症
の
人
が
生
き
る
こ
と
や
そ
の
人
を
介

護
す
る
家
族
の
大
変
さ
を
明
ら
か
に
し

て
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
認
知
症
の
人
が
世
間
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
最
初
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
次
に
認
知
症
の
人
が
表
舞
台
に
登
場

し
た
の
は
２
０
０
０
年
の
介
護
保
険
法

施
行
の
と
き
で
す
。
介
護
保
険
に
よ
り

認
知
症
の
人
が
ど
ん
ど
ん
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
使
う
よ
う
に
な
り
そ
の
実
態
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
の
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
で
は
「
た
と
え
認

知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
ろ

う
」
と
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

措
置
制
度
：
行
政
が
職
権
で
必
要
性
を
判
断
し
、
　

　
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
提
供
機
関
を
決
定
す
る
仕
組
み

２
．
認
知
症
基
本
法

　
　
　
（
２
０
２
４
年
制
定
）

　
こ
の
認
知
症
基
本
法
の
骨
子
は
「
共

生
社
会
」
と
「
基
本
的
人
権
」
で
す
。

第
一
条
で
は
共
生
社
会
に
つ
い
て
、

『
共
生
社
会
と
は
「
認
知
症
の
人
を
含

め
た
国
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
発
揮
し
、
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
つ
つ
支
え
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会
」
』
と
定
義

し
て
い
ま
す
。
第
三
条
第
一
項
で
は
認

知
症
の
人
の
基
本
的
人
権
に
つ
い
て

「
す
べ
て
の
認
知
症
の
人
が
、
基
本
的

人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
日
常
生
活
お
よ
び
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
認
知
症
へ
の
対
応

　
認
知
症
は
、
認
知
機
能
の
低
下
に
よ

り
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
問
題
が
生

じ
て
暮
ら
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
従
っ
て
、
認
知
症
に
よ
っ
て
生

じ
る
様
々
な
問
題
は
そ
の
生
活
の
中
に

あ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
何
が

で
き
て
何
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
か
を
把
握
し
て
う
ま
く
生
活
を
続
け

ら
れ
る
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

　1994年「国際アルツハイマー病協会」(ADI)は、世界保健機関(WHO)と共同で毎年９月21日を「世界
アルツハイマーデー」と制定し、認知症への正しい理解が進むことを目的に世界中で啓発活動が行われて
います。日本でも、全国各地でイベントや動画配信など、さまざまな取り組みが行われています。
　世界アルツハイマー月間にちなんで、認知症を正しく理解していただくため、日南病院の認知症サポ
ート医である高見　徹 医師から、2023年６月に成立した「共生社会の実現を推進するための認知症基
本法(通称:認知症基本法)について教えていただきました。この認知症基本法では、９月を「認知症月
間」、９月21日を「認知症の日」と定めています。

　
で
き
る
こ
と
は
や
り
続
け
て
も
ら

う
こ
と
も
と
て
も
重
要
で
す
。
特
に
、

認
知
症
の
人
は
社
会
と
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　
２
０
２
５
年
の
認
知
症
高
齢
者
は

７
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

は
認
知
症
の
人
と
な
る
計
算
で
す
。

誰
で
も
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
認
知
症
基
本
法
が
目
指
す
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
認
知
症
の

人
も
そ
の
家
族
等
も
自
分
ら
し
く
い

ら
れ
る
よ
う
本
人
と
と
も
に
み
ん
な

で
考
え
、
地
域
と
つ
な
が
り
支
え
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
認
知
症
へ
の
否
定
的
な
価
値
観
や

社
会
的
な
レ
ッ
テ
ル
は
一
人
ひ
と
り

の
頭
か
ら
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

の
を
機
会
に
、
認
知
症
の
人
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

【 

認
知
症
の
総
合
相
談
窓
口 

】

　
日
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
（
日
南
町
福
祉
保
健
課
）

　
T
E
L
：
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９

－

８
２

－

０
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４

←まんがで学ぶ認知症
「地域でともに暮らそう
大切な人」（全23話）
はこちらから！

＊秋の認知症関連の催し物＊
　日南町では、「自分や家族が認知症になっても安心して暮らせる地域づくり」を目指し、さまざまな
取り組みを行っています。みなさんも世界アルツハイマー月間／認知症月間の機会に、認知症の理解を
深め、正しい知識を学び、認知症の人と家族等への支援を考え、認知症になっても安心して暮らせる地
域づくりにご参加ください。

【オレンジカフェ＊なんでも相談】

｠

　認知症の人やご家族、地域のみな
さんなど、どなたでもご都合の良い
時間にお立ち寄りください♪
　また今回は、日南病院内科医師
（高見医師・谷口医師）による「な
んでも相談」を同時に行います。話
してみたいこと、ちょっと気になる
ことなど、お気軽にお話しください。
●日時：令和６年９月11日（水）
　10：00 ～ 13：00
●場所：パセオ内無料休憩所

【認知症啓発講演会】

｠認知症になっても安心して暮らせる町にしよう（仮）

｠

｠

｠

｠

｠

｠

｠

　認知症本人の三輪 英男さん（江府町）と、「認知症の人と家族の会鳥取県支部」代表の吉野　立さ
んをお招きし、日南病院 認知症サポート医の高見 徹 医師と「安心して暮らせる町づくり、希望を
持って暮らせる町づくり」について語り合う、トークセッションの講演会です。
　誰もがなり得る認知症。ご本人の話を聞き、認知症を自分事として共に考えていきましょう。
●日時：令和６年11月２日（土）13：00～14：30
●場所：日南町役場　防災会議室（ふる里まつり会場内）

【日南町認知症の人を介護する家族の交流会】
　毎月「介護家族の交流会」を定期的に開催しています。
交流会では、「認知症の人と家族の会鳥取県支部」の相談
員を迎えて、家族の日々の思いを語り合ったり、介護の工
夫を共有したりしています。
　ちょっと一息、みなさんと一緒にお話しませんか？一人
で抱え込まずに、みんなで聞いたり話したりしましょう！

●日時：令和６年９月25日（水）10：00 ～ 12：00
　※９月以外の定例開催日は「毎月第３水曜日」の同時間

●場所：日南町総合文化センター　第3研修室

希望をもって

９
月
は
日
南
町
図
書
館

で
も
認
知
症
特
集
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
啓
発
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。


